


















































































































５． ポリプロピレン繊維補強による耐衝撃性向上の効果を明らかにした。  
６． 床スラブにポリプロピレン繊維補強セメント系複合材料を用いた場合の鉄骨間
柱柱脚に対する補強効果を明らかにした。 
本論文は、環境問題を考慮した建築材料の利用と応用について、棟間衝突を想定した
耐衝撃性を中心として、付着、曲げ、せん断、支圧など鉄筋コンクリート部材に関わる
種々の基本性状について実験に基づく検討を行ったもので、学術上、および実用上寄与
するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるも
のと認める。また、平成３０年１月２３日、論文内容とそれに関連した事項について試
問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と
認めた。 
 
 
